
コミュニティ壬生野第１９号で紹介した

ヤマギシ会さんのワラ集めの模様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
コミュニティ壬生野第１９号より抜粋 

 ヤマギシでは、秋になると、乳牛や肥育牛の餌にする稲ワラを壬生野地域の田んぼを中心に集め

ています。 

 コンバインで切り落とされたワラを、円筒形に梱包して醗酵させ、牛の餌として使い、その牛の排泄

物である牛糞の醗酵堆肥を、ワラを集めた田んぼに、機械で撒いています。美味しいワラを牛が食べ

健康になり、健康な牛から生まれた堆肥で立派な稲が出来るのです。 

 地域に田んぼがあるから畜産をすることができ、畜産があるから地域の田んぼが潤う、そんな地域

農業が発展することをやっていきたいと考えています。 

 『稲刈りを 終えし田圃で 若者が ロール機駆って ワラ集め』                               （岡本常夫） 

【村のことでのお問い合わせは ＴＥＬ４５－５５５０（村人窓口）へお気軽にどうぞ】 

 

～地域循環型農業の実践～ 

クルクルと何だか楽しそうですね。来年は是非みんなで見学に？ 


